
〇 ホワイトカラー職種のミドルシニア層の方がキャリア形成やキャリアチェンジを検討する際に活用できるポータブルスキルを測定する
ツールを開発（job tag（職業情報提供サイト（日本版O-NET））に掲載）。併せて、キャリアコンサルティングにおいて同ツールを活用
するためのマニュアルと動画を整備。
・ポータブルスキルとは、業種や職種が変わっても強みとして発揮できる持ち運び可能な能力。(一社)人材サービス産業協議会（JHR）が開発。
・職業能力評価基準※を元に作成した経理・人事等のホワイトカラー職種114職務・職位のポータブルスキルの比率構成をデータベース化し、
利用者が入力したポータブルスキルの比率構成と比較して、近接する５つの職務・職位を表示。
※仕事をこなすために必要な「知識」「技術・技能」「職務遂行能力」を業種別、職種・職務別に示した基準(56業種、事務系９職種)。

〇 ホワイトカラー職種の能力の見える化による自己理解促進、キャリア形成への気づきの提供等の効果を想定。

概 要

②９つのポータブルスキルについて、自身
の強みや弱みに応じて点数を割振り

③９つのポータブルスキルについて、自身
の該当すると思うレベルを選択
【レベルの目安】

１：上司の指示に従って補助的業務を遂行

２：担当者として定型的業務を遂行
３：グループやチームの中心メンバー
４：中小規模組織の責任者もしくは高度専門職
５：大規模組織の責任者もしくは最高度の専門職

ポータブルスキル見える化ツール（ホワイトカラーの職業能力診断ツール）

仕
事
の
し
方

①現状の把握 取り組むべき課題やテーマを設定するために行う情報収集やその分析のし方

②課題の設定 事業、商品、組織、仕事の進め方などの取り組むべき課題の設定のし方

③計画の立案 担当業務や課題を遂行するための具体的な計画の立て方

④課題の遂行
スケジュール管理や各種調整、業務を進めるうえでの障害の排除や高いプレッシャーの乗
り越え方

⑤状況への対応 予期せぬ状況への対応や責任の取り方

人
と
の
関
わ
り
方

⑥社内対応 経営層・上司・関係部署に対する納得感の高いコミュニケーションや支持の獲得のし方

⑦社外対応
顧客・社外パートナー等に対する納得感の高いコミュニケーションや利害調整・合意形成
のし方

⑧上司対応 上司への報告や課題に対する改善に関する意見の延べ方

⑨部下マネジメント メンバーの動機付けや育成、持ち味を活かした業務の割り当てのし方

【９つのポータブルスキル】

職種 職務
経営戦略 経営戦略

人事・人材開発・
労務管理

人事・人材開発

労務管理

企業法務・総務・
広報

企業法務
総務
広報

経理・資金財務・
経営管理分析

経理
資金財務
経営管理分析

情報システム 情報システム

営業・マーケティング・
広告

営業
マーケティング
広告

生産管理
生産管理プランニング

生産管理オペレーション

ロジスティクス
ロジスティクス管理
ロジスティクス・オペレーション

国際事業
国際（グローバル）経営管理
貿易

【診断結果に表示される職務】

ホワイトカラー職種の職業能力評価基準
を元に作成した19職務６職位のポータブ
ルスキルの比率構成と比較

仕事のし方 人との関わり方

現状の
把握

課題の
設定

計画の
立案

課題
の遂
行

状況
への
対応

社内
対応

社外
対応

上司
対応

部下マネ
ジメント

33.5 18.1 22.9 5.8 19.8 45.5 7.7 26.1 20.9

ポータブルスキル
見える化ツール

キャリコン等
向け教材

○利用者のポータブルスキルと近接する５つ
の職務･職位と各職務の説明を表示

シニア
スタッフ

マネー
ジャー

シニア
マネージャー

レベル１ レベル2

レベル3 レベル4

スペシャ
リスト

シニアスペ
シャリスト

スタッフ
シニア
スタッフ

マネー
ジャー

シニア
マネー
ジャー

スペシャ
リスト

シニアスペ
シャリスト

部門の一員として、企業利益の創出・確保
に貢献する役割を担う。

担当分野に関し一定の権限と責任を付与
され、高度な課題解決や業務遂行を通じて、
企業業績の向上に貢献する役割を担う。

組織目標や個別プロジェクトのマネージャー
として、部門戦略を策定し、目標の達成に
向けて組織を統率する役割を担う。

ポータブルスキル見える化ツール

①｢job tag｣トップページ＞｢適職探索｣又は「適職を知る」
＞｢ポータブルスキル見える化ツール｣へ

診断ツールへの入力

【診断結果に表示される職位】

診断結果の表示

スタッフ


